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東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元東 お 多 福 山 ス ス キ 草 原 復 元 」」」」 活 動活 動活 動活 動 報 告報 告報 告報 告  

                     秦  康 夫            

2 0 1 5 年年年年 1 2 月月月月 1 2 日日日日 （（（（ 土 ）土 ）土 ）土 ） 9 : 0 0 ～～～～ 1 5 : 3 0  

作 業 項 目 ： １ ） 全 面 刈 り 取 り  

     ２ ） ス ス キ の 収 穫  

     ３ ） 登 山 道 水 切 り 溝 整 備      

    台 風 被 害 で 通 行 止 め に な っ て い た 林 道 が 修 復 さ れ 、 土

樋 割 峠 ま で 車 が 入 る よ う に な っ た の で 、 ア プ ロ ー チ が 大

分 楽 に な っ た 。 今 日 は 全 面 刈 り 取 り の 第 ２ 回 。 ９ 団 体 他

の 計 5 5 名 が 三 つ の 班 に 分 か れ 、 １ 班 ２ 班 は 前 回 に 引 き

続 き ネ ザ サ 類 の 全 面 刈 り 取 り 作 業 、 ３ 班 は ス ス キ の 収 穫

作 業 を 行 っ た 。 刈 り 払 い 機 も ７ 台 が フ ル 稼 働 で 、 刈 り 取

っ た サ サ の 処 理 が 大 変 だ っ た が 、 昼 休 み も 3 0 分 短 縮 し

て 頑 張 っ た お 陰 で 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ６ 調 査 区 （ コ ド ラ ー ト ）

一 帯 は 見 違 え る 程 す っ き り し た 形 に な っ た 。  

 土 曜 日 な の で 、 通 り か か る ハ イ カ ー も 多 い 。 作 業 状 況

を 見 て 熱 心 に 問 い か け て く る 人 も あ り 、 休 日 の 作 業 は 広

報 面 で 効 果 的 な こ と が 分 か っ た 。作 業 場 所 へ の 往 き 帰 り 、

登 山 道 の 水 切 り 溝 整 備 も 行 っ た が 、 ま だ 未 整 備 箇 所 も あ

り 、次 回 以 降 は 登 山 道 の 整 備 に も 力 を 入 れ る 必 要 が あ る 。 

 泡 状 の カ マ キ リ の 卵 （ 卵 鞘 ～ ら ん し ょ う ） が 見 つ か っ

た り 、 ま た テ ン ト ウ ム シ も い た そ う で 、 生 物 多 様 性 豊 か

な 草 原 復 活 の 兆 し が 、 徐 々 に 見 え 始 め て き た の は 有 難 い

こ と で あ る 。  

【【【【 参 加 者 】】】】  

斧 田 一 陽 、 秦 康 夫 、 田 島 聖 子 、 森 脇 肇 子 (会 員 外 ） 計 ４ 名  
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①  刈 り 払 い 機 に よ る ネ ザ サ 刈 り  

 

②  手 鎌 で 選 別 刈 り 取 り  
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③  刈 り 取 っ た サ サ は シ ー ト で 運 ぶ  

 

④  ス ス キ の 収 穫  
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⑤  作 業 後  す っ き り し た 一 帯  

 

⑥  カ マ キ リ の 卵  
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⑦  ツ リ ガ ネ ニ ン ジ ン （ ？ ）  

 


